

















































Chiba and Kajiyama (1941)やFant(1960)らの研究により第1フォルマン ト周波数
の変動量が声道空間の形状と大きな相関を持つことが知られている。声道空間は上


























































































































Ferguson & Kcwley-Port (2007) 
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2-3.緊張と弛緩
母音は調音器官の筋肉の緊張性により区別され議論されることがある。英語母音
においては、長母音(i:.U:. :>， 0:)と二重母音(巴"OU， ai. au，コ，)は緊張母音、短母音("E， 
a， u， d， h)は弛緩母音と考えられている。緊張母音は調音器官の筋肉に緊張が生じ、
弛緩母音はその筋肉が弛緩している状態である。一方、日本語母音においては、その
緊張性についてはまだ不明な点が多い。
Chomsky and Hale (1968)は「張り母音では緩み母音よりも声道がニュー トラル
の位置から逸脱する」と言及しており 、声道の物理的な位置の相対関係に基づく母音
の緊張性の定義が明確になされている。
"One of the differences between tense and lax vowels is that the former are 
executed with a greater deviation from the neutral or rest position of the vocal 
tract than are the later." 
















6 FO， Fl変化盆によ る日本語母音の緊張性の可視化
-母音「イーJrイイ」のフォルマント移動に注目してー
収録した電子辞書アプリケーションに付属している音声デー夕、東京大学大学院の






























































Fl (inverted) tense 











フォルマン ト周波数の角度。 l及び角度。 F1を母音の緊張性の時間依存の指標として
使用可能と考えられる。緊張性の時間依存が緊張(tense)の場合は角度B1が負の値を
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表3 角度。 l、基本周波数の差F0t;6_3とf:.F1/ f:.FO(長母音/iR/)
母音 母音
単語 アクセント Fl3 
F1ω 81 FOωぉ
前 {麦 (Hz) IHz][radian][Hz] aFl/A FO 
(z) イージー HL(語頭) 396.8 302.9 ー0.62 -72.9 1.29 
(b) イーブン HL(語頭) 390.2 334.7 ー0.44 -46.1 1.20 
(s) イースト HL(語頭) 328.1 344.1 0.14 26.6 0.60 
(k] (k) キー局 HL(語頭) 372.2 345.2 ー0.30 -48.0 0.56 
(k] キー HL(語頭) 310.6 288.l ー0.29 ー71.1 0.32 
~ (I) キーjレ HL(語頭) 372.4 300.3 -0.51 -78.5 0.92 
~ ~ シーツ HL(語頭) 376.8 354.l ー0.26 -19.2 1.18 
[c) (I) シール HL(語頭) 373.l 296.3 -0.57 -63.6 1.21 
(c) ~ ンーン HL(語頭) 359.5 349.1 ー0.09 -26.6 0.39 
(t] ティー 日L(語頭) 316.3 336.3 0.26 ー78.4 ー0.26
(c] [r] ヒール HL(語頭) 317.9 261.0 -0.47 ー72.0 0.79 
(I) (k) リーク HL(語頭) 339.7 299.6 ー0.31 -39.2 1.02 
~ (p] ジーフ HL(語頭) 357.8 333.3 ー0.28 -23.7 1.03 
[2l (t) ビー ト HL(語頭) 334.1 304.3 -0.29 -23.8 1.25 
[t] [k] アンティーク HL(語中) 367.5 311.1 ー0.54 -60.6 0.93 
(1) [z) ジャパニーズ HL(語中) 354.7 335.7 -0.18 -69.1 0.27 
(!J [2l オリーブ HL(語中) 359.4 313.0 ー0.37 ー75.0 。φ62




























































































































緊張性の時間依存 第lフォルマント移動 基本周波数 角度。 l
緊張(tense) 下降 下降 (accent:HL) <0 
弛緩(lax) 上昇 上昇 (accent:LH) >0 
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